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黒板でシェアする「アウトサイドベース」



前事業年度のTOPICSについて
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2020年８月期 事業TOPICS

新型コロナウイルスの影響により、業績は初の減収・減益業績
TOPICS しかしながら、緊急事態宣言明けの戸建分譲住宅の契約が好調！

事業
TOPICS

グッドデザイン賞２０１９を初め、数多くのコンテストを受賞！

子会社メルディアリアルティ（自社グループ販売）の積極店舗展開！

注文住宅事業拡大へ。首都圏で住宅展示場３箇所同時オープン！

その他
TOPICS

東武東上線沿線で実績のマックホーム及び田村工務店を連結子会社化

総額１５０億円のシンジケートローン契約締結、更なる事業拡大へ

メルディア高機能木材研究所が完成。木材研究が本格稼働！
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業績の推移

売上高 経常利益 経常利益率

第27期業績は、メルディアグループ三栄建築設計初の減収・減益

売上高 １１４,９３８百万円（前期比：94.9％）
営業利益 ７,９６４百万円（ 〃 ：76.2％）
経常利益 ７,１９１百万円（ 〃 ：76.2％）
親会社株主に帰属する

当期純利益 ４,０７６百万円（ 〃 ：67.1％）
単位：百万円
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2020年８月期 業績TOPICS
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（減収減益の主な要因）

2020年８月期の予算において、一定の割合を占めてい
た投資用不動産売買事業及び海外事業における売却の目
処が立っていた複数案件について、新型コロナウイルス
感染症の影響による不動産市況の先行き不透明な状況で
あるなどの理由から、商談休止や契約解除、引渡し時期
の延期などが発生。

（主力事業の戸建分譲事業の状況）

主力事業の戸建分譲事業においては新型コロナウイル
ス感染症の影響により３月～４月の契約数に影響が出た
ものの、緊急事態宣言解除後は各月で前年同月比を大幅
に上回る契約数となった。

2020年８月期 業績TOPICS
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戸建分譲住宅事業における契約棟数・契約金額の前年同期比

契約棟数 契約金額

緊急事態
宣言発令
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■ 4月~9月における契約棟数は前年同期間と比較して26.4%増、契約金額は前年同
期間と比較して28.8%増加と好調。

＜戸建需要の背景＞

・在宅ワークの浸透、会社への通勤頻度の減少により通勤時間が必ずしも優先されず、都心部の
マンションより、環境の良い戸建のニーズが増え需要が伸びた。

・家族と過ごす時間が増え、住宅について真剣に考えるようになり、生活面を考慮して戸建を選択す
る人が増加した。

・生活スタイルの変化に伴い、部屋数が多く、レイアウトの自由度が高い戸建のニーズが高まった。

2020年８月期 業績TOPICS
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メルディアグループの住宅が、コロナ禍における顧客ニーズに合致。

➡同じ家は、つくらない。により、顧客ニーズに対応した商品を供給。

➡ “コロナ禍”だからでなく、通常のＰＪメンバーによる「メルディアの家づくり」

『在宅ワーク』『家族で楽しめる』『趣味を極める』『家族だけの外部空間』など多彩な商品

2020年８月期 業績TOPICS
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2020年８月期 業績TOPICS
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■ 2020年８月期も多くの賞を受賞（グッドデザイン賞2019 「北沢住宅計画」）

2020年８月期 事業TOPICS
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■ 2020年８月期も多くの賞を受賞（キッズデザイン賞2020 グループ２社同時受賞）

三栄建築設計
黒板でシェアする「アウトサイドベース」

マックホーム
ミメル～子供の創造～（近日商品化）

2020年８月期 事業TOPICS

10
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■ 2020年８月期も多くの賞を受賞「同じ家は、つくらない。」

・旭化成建材ハウジングデザインアワード ダイヤモンド賞 受賞
・旭化成建材ハウジングデザインアワード 分譲街並み部門 受賞
・ NICHIHA SIDING AWARD 2019 入賞
・ NICHIHA SIDING AWARD 2019 ニチハ賞 受賞
・ YKK AP エクステリアスタイル大賞2019 受賞
・ YKK AP エクステリアスタイル街並み部門 ゴールドスタイル賞 受賞
・ the wall 施工例写真コンテスト2019 ３作品受賞

2020年８月期 事業TOPICS

11
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（参考）インターネット調査結果

当社は、インターネット調査において以下の項目で「No.１」を獲得しました。
※ 2020年10月27日プレスリリース参照。

芸術性の高いデザイナーズ住宅No.１

芸術性の高い住宅をつくる会社No.１

設計デザイン力が高い会社No.１

メルディアグループは、これからも理念に基づき
「公共の芸術」と「お客様の夢」の両立を続けてまいります。
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2020年８月期 事業TOPICS

■グループ分譲販売仲介会社メルディアリアルティが新たに２店舗開設

➡ 2015年設立以来、自社グループ分譲商品を販売。

➡物件ごとにコンセプトを持つ当社グループ分譲住宅を、「物件の魅力を的確にお客様に
伝える」ことで販売件数を大きく拡大。

➡外部仲介会社から自社販売への切替を加速することで、販管費（仲介手数料）を大幅削減。

【出店エリア】

東京都杉並区
（2015年6月設立）

神奈川県横浜市中区
（2018年3月設立）

東京都足立区
（2019年6月設立）

東京都江戸川区
（2018年11月設立）神奈川県川崎市高津区

（2019年1２月設立）

愛知県名古屋市中区
（2020年２月設立）

首都圏エリア 中京エリア

埼玉県川口市
（2021年１月設立予定）

13
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2020年８月期 事業TOPICS

■注文住宅事業拡大へ。首都圏の住宅展示場を新たに３店舗同時オープン

・世田谷区桜（オークラランド住宅展示場）
・世田谷区駒沢（駒沢公園ハウジングギャラリー）
・世田谷区瀬田（ハウジングプラザ瀬田）
・杉並区浜田山（浜田山住宅展示場）

に加え、新たに「横浜・平沼橋」「立川」「草加」に同時オープン。

➡エリア拡大により、「メルディアの家（注文住宅）」の認知度向上。

➡首都圏全体での受注を拡大。

➡引渡件数大幅減は、同業者からの建売受注から注文住宅受注へのシフトが要因。
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2020年８月期その他TOPICS

■東武東上線沿線で実績を持つマックホーム及び子会社田村工務店を連結子会社化

➡メルディアの供給が少ない東武東上線沿線を中心に戸建分譲２００棟超を供給。

➡朝霞市・新座市・和光市・志木市に密着し、独自の自社販売体制を構築。

➡ 2020年４月にM＆Aを実施。2020年８月期は４月～６月の３ヶ月分の業績を取り込み。

➡ 2021年８月期は、全期間の業績が連結業績に寄与。

➡当社グループと「家づくり」の考え方が近く、グッドデザイン賞2019、キッズ
デザイン賞2020を受賞。

➡子会社田村工務店は、埼玉県川口市に根付く老舗の建設会社。公共事業などを受注。

15
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■総額１５０億円のシンジケートローン契約締結

➡主力事業の戸建分譲事業において積極的な事業展開に必要な資金需要に対し、
機動的かつ安定的に中長期の資金調達枠を確保できる。

➡より一層の財務基盤の強化。

➡コロナ禍においても戸建分譲事業においてスピーディな用地仕入が可能。

2020年８月期 その他TOPICS
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2020年８月期 その他TOPICS

■北九州市立大学と産学共同で木材研究を行う施設「メルディア高機能木材研究所」
がオープン。

➡木材の可能性を追求（圧縮木材や不燃建材の低コスト化）。

➡ 2019年６月に特許取得した技術を製品化に向けて研究開発を本格化。

➡日本の植林問題の解決を目指し、国も注目する研究開発。

➡海外で普及する「木造建築物の高層化」を目指す。

17



前事業年度の連結決算概要について
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■前年同期比売上高-5.0％、経常利益-23.8％、当期純利益-32.8％
と第27期目にして初の減収・減益。

■経常利益率が前年同期比で１.5ポイント下降。

連結損益計算書の概要

19

実績 売上比 予想 売上比 実績 売上比

売上高 121,017 - 135,000 - 114,938 - -5.0% -14.9%

売上総利益 18,339 15.1% - - 16,262 14.1% -11.3% -

売上総利益率 15.2% - - - 14.1% - - -
販売及び

一般管理費 7,898 6.5% - - 8,297 7.2% 5.1% -

営業利益 10,441 8.6% 11,350 8.4% 7,964 6.9% -23.7% -29.8%

営業利益率 8.6% - - - 6.9% - - -

営業外収益 183 0.1% - - 329 0.2% 79.8% -

営業外費用 1,193 0.9% - - 1,102 0.9% -7.6% -

経常利益 9,431 7.8% 10,400 7.7% 7,191 6.3% -23.8% -30.9%

経常利益率 7.8% - - - 6.3% - - -

親会社に帰属する

当期純利益
6,068 5.0% 6,571 4.8% 4,076 3.5% -32.8% -38.0%

（単位：百万円）

2019年8月期 2020年8月期 2020年8月期
前年同期比 予算比
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（戸建分譲販売件数）

■新型コロナウイルス感染症の影響により、一時販売活動が停滞したものの、
5月より販売が好調となり売上に寄与。結果、販売件数が増加（6.0％増）。

（請負住宅件数）

■前期327件あった請負住宅件数は、昨期より業者からの請負受注から、エンド
顧客からの注文住宅受注へシフトしたことによって、引渡件数が減少。

（仲介契約件数）

■子会社メルディアリアルティによる、グループ自社販売を強化した結果、
前年同期から、仲介契約件数が大幅に増加した。

20
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連結損益計算書の概要

21

実績 売上比 実績 売上比

売上高 121,017 - 114,938 - 95.0%

不動産分譲事業 79,227 65.5% 85,586 74.5% 108.0%

不動産販売事業 21,361 17.7% 10,369 9.0% 48.5%

不動産請負事業 17,726 14.6% 16,367 14.2% 92.3%

賃貸収入事業 2,702 2.2% 2,614 2.3% 96.7%

売上総利益 18,339 15.2% 16,262 14.1% 88.7%

不動産分譲事業 11,422 14.4% 12,111 14.2% 106.0%

不動産販売事業 4,006 18.8% 1,549 14.9% 38.7%

不動産請負事業 1,714 9.7% 1,622 9.9% 94.6%

賃貸収入事業 1,196 44.3% 979 37.5% 81.9%

営業利益 10,441 8.6% 7,964 6.9% 76.3%

不動産分譲事業 7,412 9.4% 8,003 9.4% 108.0%

不動産販売事業 3,375 15.8% 1,081 10.4% 32.0%

不動産請負事業 1,326 7.5% 926 5.7% 69.8%

賃貸収入事業 1,054 39.0% 528 20.2% 50.1%

全社費用 (2,727) - (2,575) - -

前年同期比

（単位：百万円）

2020年8月期2019年8月期

■不動産分譲事業：戸建分譲事業は前年同期と比較し、売上利益共に増加。
しかしながら、当初予想は下回る結果となった。

■不動産販売事業：19年8月期1Qに販売した大型不動産（特殊要因）により、売上・利益供に
大幅に減少。

■不動産請負事業：シード平和の建設請負事業は、当初予想を下回る結果となった。
三栄の注文・請負事業は、請負から注文にシフトし販売件数が減少。

■賃貸収入事業 ：賃貸収入事業は、売上ほぼ同水準となった。
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売上高・営業利益 増減分析
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単位：百万円

実績 売上対比 実績 売上対比

販売費及び一般管理費 7,899 6.5% 8,297 7.2% 105.0%

給与手当 1,407 17.8% 1,706 20.6% 121.2% 社員増加による。

従業員賞与 231 2.9% 408 4.9% 176.4% 社員数増加による。

地代家賃 358 4.5% 479 5.8% 133.7% 展示場出店により増加。

備品・消耗品費 49 0.6% 47 0.6% 97.0% 経費削減取組による。

仲介手数料 2,263 28.7% 1,963 23.7% 86.8% メルディアリアルティ販売増により削減

広告宣伝費 787 10.0% 803 9.7% 102.1% MMP設立による内製化のため

接待交際費 76 1.0% 28 0.3% 36.9% コロナウイルス等の影響により減

諸会費 52 0.7% 61 0.7% 117.2%

寄付金 1 0.0% 71 0.9% 6085.8% 木材研究における大学寄付金

備品費 14 0.2% 33 0.4% 234.5% 新規拠点、展示場出店により増加

社員研修費 22 0.3% 14 0.2% 63.0% 経費削減取組による。

研究開発費 82 1.0% 22 0.3% 27.4% S-CREW開発研究費等。

のれん償却 7 0.1% 57 0.7% 811.8%

増減理由
2019年8月期 2020年8月期

前年同期比

■売上に対する販管費率は前年同期6.5％から7.2％に増加。
■主な増加要因
・人員増に伴う費用が増加。
・展示場増加に伴い、地代家賃が大幅に増加。
・メルディアリアルティの自社販売件数が増加し仲介手数料が減。

連結損益計算書の概要（販管費）

23
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■営業外収益：ベトナム・ネットランドの配当金、MAIのSPCの分配金
などにより受取配当金が増加。

■営業外費用：2020年8月期におけるシンジケートローン組成により費用計上。

連結損益計算書概要（営業外収益・費用）

24

単位：百万円

実績 売上対比 実績 売上対比

売上高 121,017 - 114,938 -

営業外収益 183 0.15% 329 0.29% 180.0%

受取利息 21 0.02% 23 0.02% 109.4%

受取配当金 2 0.00% 14 0.01% 703.7% ベトナム配当金

為替差益 0 0.00% 0 0.00% -

その他 104 0.09% 133 0.12% 127.7%

営業外費用 1,193 0.99% 1,102 0.96% 92.4%

支払利息 534 0.44% 616 0.54% 115.3%

融資等手数料 518 0.43% 421 0.37% 81.3%

その他 139 0.11% 61 0.05% 44.2%

前年同期 増減理由
2020年8月期2019年8月期
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連結貸借対照表の概要

■資産の部
総資産は前連結会計年度末と比較し、9,007百万円増

加し、136,927百万円となった。現金及び預金は3,421百
万円増加した。マックホーム㈱の全株式を取得及び、同
社の100％子会社である㈱田村工務店を連結子会社とし
たことなど、またグループ全体のたな卸し資産が3,455
百万円、のれん（無形固定資産）が966百万円増加した
事により全体的に資産が増加した。

■負債の部
負債は、前連結会計年度末と比較し、5,770百万円増

加し、90,586百万円となった。短期借入金及び長期借入
金がそれぞれ増加した。また、マックホーム㈱及び同社
の100％子会社である㈱田村工務店をM&Aし、連結対象
としたことにより、全体的に負債が増加した。

■純資産
純資産は、3,237百万円が増加し、46,341百万円と

なった。

25

2019年8月期 2020年8月期 増減 2019年8月期 2020年8月期 増減

流動資産 99,263 105,688 106.5% 負債 84,815 90,586 106.8%

現金及び預金 25,048 28,470 113.7% 流動負債 45,047 46,604 103.5%

受取手形及び売掛金 4,583 3,968 86.6% 短期借入金 23,712 24,543 103.5%

1年以内返済予定長期借入金 6,657 7,335 110.2%

1年以内償還予定社債 985 840 85.3%

仕掛販売用不動産 38,045 38,880 102.2% その他 13,691 13,885 101.4%

未成工事支出金 870 969 111.4% 固定負債 39,768 43,981 110.6%

その他 2,843 3,041 31.1%
社債

転換社債型新株予約権付社

債
14,239 14,484 0.0%

貸倒引当金 (27) (61) - 長期借入金 23,681 27,553 116.4%

固定資産 28,656 31,238 109.0% その他 1,847 1,943 105.2%

有形固定資産 18,974 20,205 106.5% 純資産 43,103 46,341 107.5%

無形固定資産 711 1,769 248.8% 株主資本 41,560 44,618 107.4%

投資その他の資産 8,969 9,264 103.3% その他 1,543 1,722 111.6%

資産合計 127,919 136,927 107.0% 負債・純資産合計 127,919 136,927 107.0%

109.0%30,41927,897販売用不動産

（単位：百万円）
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固定資産
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連結貸借対照表の概要

2019年8月期末 2020年8月期末

自己資本比率 32.4％ 32.3％

貸借対照表（B/S）

136,927

2019年8月期 2020年8月期

26

127,919

単位：百万円
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売上・たな卸資産の状況

27

（百万円）

1Q 2Q 3Q 4Q

売上累計 2018年8月期 15,861 38,537 59,356 100,642

売上累計 2019年8月期 28,913 53,224 79,427 121,017

売上累計 2020年8月期 21,518 48,859 74,363 114,938

たな卸在庫 2018年8月期 49,238 57,170 75,692 66,551

たな卸在庫 2019年8月期 76,753 82,673 87,395 66,814

たな卸在庫 2020年8月期 76,753 78,708 83,310 70,269

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000
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連結キャッシュフロー計算書

28

2019年8月期 期末 2020年8月期 期末

（単位：百万円）

【 営 業 活 動 キャッシュ・フロー 】 7,106

税 引 前 当 期 純 利 益 6,780

減 価 償 却 費 631

売上債権の増減 額 （△は増加） 686

た な 卸 資 産 の 増減 額 ( △ は 増 加 ) 2,818

法 人 税 等 の 支 払 額 △2,749

【 投 資 活 動 キャッシュ・フロー 】 △ 762

定 期 預 金 の 増 減

有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出

関 連 会 社 貸 付 の 増 減

686

△498

△458

【 財 務 活 動 キャッシュ・フロー 】 △2,444

短 期 借 入 金 の 純 増 △2,742

長 期 借 入 金 の 純 増 1,822

配 当 金 の 支 払 額 △1,018

（単位：百万円）

現金及び現金同等物期末残高 27,755

(5,514)

7,106 

(4,181)

(762)

6,741 

(2,444)

(8,000)

(6,000)

(4,000)

(2,000)

0

2,000

4,000

6,000

8,000
営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ
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株主配当

29

2020年8月期 2021年8月期

（目標）

１株当たり配当金（円） 44.0 48.0 48.0 48.0 70.0

１株当たり当期純利益（円） 284.70 244.20 286.04 192.13 301.64

配当性向（％） 15.5 19.7 16.8 25.0 23.2

純資産配当率（％） 3.1 2.9 2.6 2.4 -

2019年8月期2018年8月期2017年8月期

284.70

244.24

286.04

192.13

301.64

44 48 48 48
70

15.5

19.7
16.8

25.0

23.2

3.1 2.6 2.6 2.4

0

5

10

15

20

25

30

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

2017年8月期 2018年8月期 2019年8月期 2020年8月期 2021年8月期E

1株当たり当期純利益（円） 1株当たり配当金（円） 配当性向（％） 純資産配当率（％）

※2020/10/15 目標配当性向に関する案内を開示。（配当性向「目標30％」を目指す。）



2021年８月期業績予想と中期経営計画
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MELDIA ACTION PLAN 2023

２６年続いた成長を、再び「V字回復」させる。

（再び成長軌道を描く）

31
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連結業績予想

実績 実績 増減 予想 増減

売上高 121,017 114,938 -5.0% 140,000 21.8%

営業利益 10,441 7,964 -23.7% 10,274 29.0%

経常利益 9,431 7,191 -23.8% 10,054 39.8%

親会社に帰属する

当期純利益
6,068 4,076 -32.8% 6,400 57.0%

（1株当たり指標、配当性向）

実績 実績 増減 予想 増減

1株当たり当期純利益 286.04 192.13 - 301.64 -

1株当たり配当金 48.0 48.0 0.0% 70.0 45.8%

配当性向 16.8% 25.0% - 23.2% -

2021年8月期

（単位：百万円）

2019年8月期 2020年8月期 2021年8月期

（単位：円 銭）

2019年8月期 2020年8月期

■ 28期は過去最高の売上高1,400億円、経常利益100億円の計画。
■株主に対する利益還元を拡充及び株主層の拡大を図るため配当性向
「目標30％」を目指す。

32
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VISION

VISION
（長期計画）

三大都市圏に、デザイン性・居住性の高い

戸建分譲住宅を年間5,000棟供給します。

（戸）
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MELDIA ACTION PLAN 2023

■基本方針

■主力事業である戸建分譲事業拡大を軸に、周辺事業及び子会社を含めたグループ
全体の拡大を目指す。

■デザイン性・居住性の高い住宅を追求することで顧客満足を獲得し、企業価値
向上を実現する。

■実現するためのアクション

❶戸建事業（分譲・注文）の拡大
・三大都市圏都市部エリアの供給強化
・建築コスト及び製造間接費削減による利益率向上
・業務効率化、システム構築による生産性向上・事業回転期間の改善
・積極的な展示場展開によるメルディア注文住宅ブランド浸透と供給拡大
・メルディアリアルティの拡大による自社グループ販売割合向上

❷子会社・周辺事業の成長
・外部環境の変化に応じた投資事業の多角化戦略構築（ファンド組成・リスク管理・ストック事業創造）
・海外事業におけるリスク管理体制の構築
・シード平和の経営管理体制強化と建設請負における新規顧客獲得による持続成長
・グループシナジーを生み出す子会社戦略の実行

❸持続成長を実現する『自走』人財の創造
・新卒採用の拡大と、自走する社員をつくるための研修制度の拡充
・経営マネジメント人財の育成
・働き方改革、ダイバーシティの推進
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■資本政策

財務体質の改善
・事業回転を高め、借入期間短縮を実現する
・投資事業に係る在庫管理の徹底
・事業ポートフォリオ全体を見直し、自己資本比率４０％以上、ＲＯＥ２５％以上を目標とする
・資本コストを意識した経営で企業価値向上を目指す

株主還元・配当政策
・配当性向３０％を目標とし、継続成長とともに安定した配当を実施する

■その他

ＩＴ戦略強化
・システム強化による「お客様へのトータルサポート」・「事業効率化」・「グループシナジー」を創造する

Ｍ＆Ａ戦略による成長
・首都圏・中京圏・関西圏における当社供給エリアで事業シナジーが望める企業を検討
・戸建分譲会社、注文住宅会社、不動産仲介会社、不動産投資会社、造成・開発会社など、直接・間接
問わず、グループ関連事業を含めて検討

MELDIA ACTION PLAN 2023
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同じ家は、つくらない。
規格のない１から創る分譲住宅

■プロジェクトごとに営業・設計・工事でチームを組成。顧客のニーズを話し合い、毎回１からの
家づくりを実施する。

➡コロナ禍においても、需要を的確に捉え、プロジェクトに反映。
家族で過ごせる空間の工夫や、テレワークなど分譲住宅にはない企画を生み出すことで、
緊急事態宣言後の販売契約数は好調に推移。

➡分譲住宅にも拘らず３年連続で「グッドデザイン賞」を受賞。2020年はマックホーム含め２社で
「キッズデザイン賞」を受賞（三栄建築設計は２年連続受賞）。

■東武東上線沿線で高い実績を持つマックホームを子会社化したことで、新たなエリアの開拓及び
2021年８月期よりグループの売上・利益・供給棟数に寄与（2020年８月期は４～６月の３ヶ月分）。
グッドデザイン賞やキッズデザイン賞を受賞するなど、当社と「家づくり」の方向性は合致。

顧客のニーズを捉え、ライフスタイルを想定して創られる分譲住宅
➡高い企画力・設計力・組織力（仕組み）により他社には真似できない当社の強み。

戸建事業の概況（戸建分譲）

36
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戸建事業の概況（注文住宅）

同じ家は、つくらない。
規格のない１から創る自由設計注文住宅

■２年前から同業者の請負受注からエンド注文受注に本格的にシフト（開示上棟数減少要因）。

■ 2020年に新たに３カ所の展示場（立川・横浜・草加）をオープンし、受注拡大。
（現在、瀬田・駒沢・オークラランド・浜田山・立川・横浜・草加の７カ所で展開）

■ 2019年にハイクラス注文住宅を扱う株式会社ウィズ・ワンから事業譲受により商品幅拡大。

■ 2020年８月期の受注好調。2021年８月期は200棟超の引渡を予定。

37
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【出店エリア】
（件）

東京都杉並区
（2015年6月設立）

神奈川県横浜市中区
（2018年3月設立）

東京都足立区
（2019年6月設立）

東京都江戸川区
（2018年11月設立）神奈川県川崎市高津区

（2019年1２月設立）

愛知県名古屋市中区
（2020年２月設立）

首都圏エリア 中京エリア

埼玉県川口市
（2021年１月設立予定）

■ 2015年設立以来、自社グループ商品を販売。物件ごとにコンセプトを持つ当社グループ分譲
住宅を、「魅力を的確にお客様に伝える」ことで販売件数を大きく伸ばしている。

■外部仲介会社から自社販売への切替を加速することで、販管費（仲介手数料）を大幅に削減。

同じ家は、つくらない。
だからこそ、100％物件を理解して販売する。

戸建事業の概況（メルディアリアルティ）

38
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シード平和の概況

（建設事業）

■関西デベロッパーとの関係強化、新規受注先獲得
強化により主力の建設請負事業の成長加速。

（戸建事業）

■「同じ家は、つくらない。」を関西エリアで浸透
させ、供給戸数を拡大。
2021年６月期：210棟
2022年６月期：250棟
2023年６月期：300棟

39
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その他事業の概況

■ MAI（投資・アパート分譲・その他）

・棚卸在庫の早期回転を目指し、市況を鑑みながら厳選した仕入を行う。

・アパート分譲事業においては、契約好調。金融機関の融資
もついてきており、年間100棟超の販売を目指す。

・グループ初のアセットマネジメント会社を三栄建築設計とともに設立。
ファンドの組織運営などグループ新規事業の開始を目指す。

■メルディア・ホテルズマネジメント（ホテル運営）

・新型コロナウイルスの影響で、自社ブランドホテルの稼働率は
減少しているが、規模が小さいため全体への影響はほぼない。

・今後はホテル運営管理受託を強化。現在、大手総合不動産会社より
複数のホテル運営管理を新規に獲得。

・ホテルコンサル・再建に定評のある日本ベストサポートを買収し、
経営資源を共有することで、中期的に稼働率改善の立て直しを図る。

■海外事業（ロサンゼルス・ベトナム）

・メルディア・インベストメントリアルティオブアメリカにおいて
は、2020年８月期、新型コロナウイルスの影響で売却の決まって
いた案件の契約解除等があった。現在もロサンゼルスはロックダウン
となっているが、大型アパートメント開発等、現場は動いており、
業績回復のめどは立っている状況。

・ベトナムにおいては、新型コロナウイルスの影響等により許認可関係
や工事に遅れが生じているものの、現地パートナー法人とは連携が取
れており、回収に向けて引き続きプロジェクトの進捗管理を実施する。
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新たに設立したメルディアアセットマネジメント

メルディアグループとして、機関投資家、将来的には個人投
資家の幅広いニーズに応える体制を構築するために、不動産
ファンド事業を行う子会社を設立。

※現在、不動産ファンド事業を行うためのライセンス取得準備中

三栄建築設計・MAIの
所有する良質物件

不動産ファンド組成

新たな金融商品のルートを
つくっていく

（機関投資家・リテール）

41
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３ヶ年の売上・利益計画

2020.8月期-2023.8月期
CAGR

売上高：16.13％
経常利益：20.56％

2023年８月期（中期経営計画最終年度）売上高1,800億円、経常利益126億円を見込む。

（百万円） （百万円）
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株主還元

未定

■２０２０年１０月１５日に、目標配当性向を「１５％から２０％」から「目標３０％」へ
と引上げ。

■２０２１年８月期予想にて、２０２０年８月期の４８円から、配当性向２３.２％となる
一株当たり７０円の配当を予想している。
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【ご参考】MELDIA GROUP

拡大を続けるメルディアグループ
2020年４月に東武東上線沿線で戸建て分譲住宅を供給する
マックホーム㈱及びその子会社の㈱田村工務店をグループに
加え、９月には子会社メルディアホテルズマネジメントがホ
テル再生・コンサル会社である日本ベストサポート㈱を買収
し、さらにグループが拡大している。また三栄建築設計、
MAIにおいて、グループ初のアセットマネジメント会社「メ
ルディア・アセットマネジメント㈱」を９月に設立している。

44
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【ご参考】直近一年間の株価チャート

45

出所：日本経済新聞社 「SmartChartPLUS」

拡大

10/15 2020年8月期決算短信

10/7 2020年9月戸建て分譲事業の
業績動向に関するお知らせ

9/25 日本ベストサポート㈱株式取得

8/31 2020年8月戸建て分譲事業の
業績動向に関するお知らせ

10/27 中期経営計画発表

10/15 目標配当性向の引き上げ

8/31 下方修正
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